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訴
訟
上
の
和
解
の
蝦
疵
の
主
張
方
法

石

辺

明

一二三四五

は
じ
め
に

再
審
説
に
つ
い
て

旧
訴
続
行
説
な
ら
び
に
別
訴
提
起
説
に
つ
い
て

請
求
異
議
の
訴
に
つ
い
て

和
解
無
効
を
理
由
と
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
訟
・
不
法
行
為
の

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
・
抗
弁
に
よ
る
和
解
無
効
の
主
張
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
訴
訟
上
の
和
解
（
以
下
単
に
和
解
と
い
う
）
無
効
の
主
張
方
法
に
つ
い
て
は
、
和
解
の
法
的
性
質
と
の
関
連
に
お
い
て
見
解
が
対
立
し
て
い
る
．
以

下
の
七
つ
の
方
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ω
　
再
審
の
訴
．
③
　
新
期
日
の
指
定
に
よ
る
旧
訴
の
続
行
（
以
下
旧
訴
続
行
説
と
い
う
）
．
和
解
の
成
立
し
た
旧
訴
を
続
行
し
、
和
解
の
無
効
を

主
張
す
る
方
法
．
和
解
が
無
効
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
旧
訴
に
お
け
る
本
案
の
申
立
が
再
び
効
力
を
も
つ
こ
と
を
理
由
に
、
新
期
日
の
指
定
を
求
め

る
．
⑥
　
和
解
無
効
を
主
張
し
て
、
改
め
て
旧
訴
を
提
起
す
る
（
以
下
旧
訴
提
起
説
と
い
う
）
。
㈲
　
和
解
無
効
確
認
訴
訟
の
提
起
を
認
め
る
（
以
下

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
八
七
七
）



　
　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
八
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

和
解
無
効
確
認
訴
訟
説
と
い
う
）
。
こ
の
場
合
は
、
確
認
判
決
確
定
後
に
旧
訴
が
続
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
（
⑥
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
併
せ
て
別
訴
提
起
説
と
呼
ぶ
）
。
㈲
　
請
求
異
議
訴
訟
．
無
効
な
和
解
調
書
に
基
づ
く
執
行
に
対
し
て
、
和
解
無
効
、
し
た
が
つ
て
、
当
該
調
書
に

基
づ
く
執
行
が
不
適
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
提
起
さ
れ
る
請
求
異
議
の
訴
で
あ
る
．
⑥
　
和
解
無
効
を
理
由
に
提
起
さ
れ
る
不
当
利
得
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

請
求
ま
た
は
不
法
行
為
の
損
害
暗
償
請
求
訴
訟
．
ω
　
抗
弁
に
よ
る
無
効
の
主
張
．

　
以
下
、
和
解
の
法
的
性
質
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
主
張
方
法
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
（
1
）
　
再
審
の
訴
に
よ
る
べ
し
と
す
る
判
例
と
し
て
、
昭
和
一
四
年
二
月
一
七
日
朝
高
院
民
二
判
評
論
二
八
巻
民
訴
四
〇
六
頁
、
特
に
再
審
を
許
さ
な
い
と
す
る
も
の
昭
和

　
　
二
九
年
八
月
五
日
東
高
民
一
決
定
法
曹
新
聞
九
二
号
六
頁
、
昭
和
七
年
六
月
二
五
日
東
地
民
二
判
新
聞
三
四
三
一
号
五
頁
、
大
審
昭
和
七
年
一
一
月
二
五
日
民
五
判
民
集

　
　
一
一
巻
二
一
二
五
頁
、
大
審
昭
和
八
年
四
月
二
六
日
民
三
判
新
聞
三
五
五
八
号
一
六
頁
．

　
（
2
）
　
昭
和
二
八
年
一
一
月
二
六
日
東
高
判
下
級
民
集
四
巻
一
一
号
一
七
六
四
頁
、
昭
和
三
一
年
二
月
二
三
日
仙
台
高
裁
決
高
裁
民
集
九
巻
二
号
六
二
頁
、
昭
和
三
一
年
一

　
　
〇
月
一
九
日
京
都
地
判
下
級
民
集
七
巻
一
〇
号
二
九
三
八
頁
（
但
し
和
解
条
項
の
不
履
行
に
よ
る
解
除
の
場
合
）
、
昭
和
三
三
年
一
月
一
一
日
名
古
屋
高
一
決
高
裁
民
集

　
　
一
一
巻
一
号
一
頁
、
大
審
昭
和
六
年
四
月
二
二
日
民
三
決
民
集
一
〇
巻
三
八
○
頁
．
大
審
昭
和
八
年
七
月
一
一
日
民
五
決
民
集
一
二
巻
二
〇
四
〇
頁
．

　
（
3
）
　
昭
和
三
三
年
一
月
一
一
日
名
古
屋
高
一
決
高
裁
民
集
一
一
巻
一
号
一
頁
は
、
旧
訴
の
続
行
に
併
わ
せ
て
無
効
確
認
の
訴
も
認
め
る
．
な
お
前
記
昭
和
二
九
年
八
月
五

　
　
日
東
高
民
一
決
定
は
和
解
無
効
の
主
張
を
独
立
の
訴
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
．
な
お
昭
和
一
一
二
年
一
二
月
五
日
名
古
屋
高
金
沢
支
判
下
級
民
集

　
　
七
巻
一
二
号
三
五
六
二
頁
、
昭
和
五
年
七
月
二
二
日
東
区
判
評
論
一
九
巻
民
訴
三
八
六
頁
．

　
（
4
）
　
大
審
昭
和
一
〇
年
九
月
三
日
民
二
判
民
集
一
四
巻
一
八
八
六
頁
、
昭
和
八
年
三
月
九
日
東
控
民
六
判
新
聞
三
五
四
五
号
一
一
頁
、
大
審
昭
和
一
四
年
八
月
一
二
日
民

　
　
四
判
民
集
一
八
巻
九
〇
三
頁
、
昭
和
二
九
年
八
月
五
日
東
控
民
一
決
法
曹
新
聞
九
二
号
六
頁
。
な
お
前
記
昭
和
三
一
年
一
二
月
五
日
名
古
屋
高
金
沢
支
判
は
、
請
求
異
議

　
　
の
訴
と
和
解
無
効
確
認
の
訴
は
二
重
訴
訟
に
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
．

　
（
5
）
　
こ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
、
和
解
調
書
に
裁
判
官
の
署
名
捺
印
を
欠
き
無
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
執
行
文
が
付
与
さ
れ
た
場
合
は
、
民
訴
五
二
二
条
乃
至
五
四
六

　
　
条
に
よ
り
救
済
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
．

二
　
再
審
説
に
つ
い
て

和
解
の
法
的
性
質
に
つ
き
訴
訟
行
為
説
を
と
り
、
和
解
を
判
決
の
代
用
と
み
る
と
、
調
書
に
記
載
さ
れ
た
和
解
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を



も
つ
か
ら
（
民
訴
二
〇
三
条
）
、
既
判
力
な
ら
び
に
形
式
的
確
定
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
和
解
に
は
既
判
力
や
形
式
的
確
定
力
が
あ
る
か
ら
、
確
定

判
決
の
再
審
事
由
な
い
し
こ
れ
に
準
じ
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
限
つ
て
再
審
の
訴
な
い
し
こ
れ
に
準
じ
る
訴
を
提
起
し
て
そ
の
無
効
を
主
張
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
場
合
に
和
解
無
効
を
主
張
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ッ
で
は
再
審
説
を
と
る
学
説
は
極
め
て
稀
で
、
わ
ず
か
に
評
鼻
国
憶
9
魯
言
鶏
の
二
人
が
こ
れ
を
支
持
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
後
者
に
よ
る
と
、
和
解
に
実
体
的
取
消
原
因
が
あ
る
場
合
に
限
つ
て
再
審
事
由
を
類
推
し
て
再
塞
の
訴
が
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
訴
訟

法
上
の
蝦
疵
に
よ
る
無
効
の
場
合
お
よ
び
実
体
的
無
効
原
因
の
存
在
す
る
場
合
無
効
の
主
張
は
旧
訴
続
行
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ッ
で
再

審
説
に
対
し
て
殆
ん
ど
の
学
者
が
反
対
を
す
る
理
由
は
以
下
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
定
力
あ
る
判
決
の
取
消
の
た
め
の
再
審
の
訴
を
和
解

無
効
の
主
張
の
た
め
に
類
推
す
る
に
は
、
判
決
と
和
解
と
が
、
そ
の
要
件
・
成
立
・
効
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
ま
り
に
も
異
に
し
す
ぎ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
（
3
）

う
こ
と
で
あ
る
。
元
来
ド
イ
ッ
で
は
訴
訟
上
の
和
解
に
既
判
力
を
否
定
す
る
見
解
が
殆
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
既
判
力
を
有
し
な
い
和
解
が
既
判
力

を
有
す
る
確
定
判
決
の
代
用
と
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
点
に
、
再
審
否
定
説
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
背
景
が
あ
る
こ
と
が
充
分
に
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
て
、
和
解
に
既
判
力
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
は
多
分
に
我
民
訴
法
二
〇
三
条
の
文
言
上
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
稿
を
改
め
て
論
じ
る
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

り
で
あ
る
が
、
私
は
、
和
解
に
既
判
力
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
．
既
判
力
の
本
質
は
裁
判
の
法
的
安
定
性
（
｝
事
不
再
理
の
要
求
な
い
し
紛

争
解
決
の
一
回
性
の
要
求
）
と
正
当
性
の
調
和
と
い
う
点
に
求
め
ら
る
べ
ぎ
で
あ
る
の
に
、
和
解
に
既
判
力
を
認
め
て
そ
の
暇
疵
の
主
張
を
遮
断
す
る

こ
と
は
、
暇
疵
の
有
無
に
つ
い
て
充
分
主
張
立
証
の
機
会
を
与
え
ず
に
そ
の
主
張
を
遮
断
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
正
し
さ
の
担
保
を
欠
く
と
こ
ろ

か
ら
既
判
力
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
事
情
は
ド
イ
ッ
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の

再
審
の
訴
否
定
の
理
由
は
、
我
民
訴
法
上
も
充
分
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
．
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
再
審
説
ほ
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
す

（
6
）

る
。

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
理
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
ハ
八
七
九
）



訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法

四
〇

（
八
八
○
）

（
1
4
　
兼
子
体
系
三
〇
六
…
七
頁
、
三
一
〇
頁
、
中
田
講
義
上
一
五
七
頁
、
伊
東
民
事
訴
訟
法
一
五
七
！
八
頁
、
小
山
「
訴
訟
上
の
和
解
と
調
停
」
私
法
九
号
一
〇
四
頁
以

　
下
。
和
解
に
既
判
力
を
認
め
る
判
例
と
し
て
は
．
大
正
五
年
三
月
二
五
日
大
阪
地
民
一
判
新
聞
一
一
四
七
号
二
二
頁
、
昭
和
五
年
六
月
二
四
日
朝
高
院
民
判
評
論
一
九
巻

　
民
訴
三
七
四
頁
、
大
審
昭
和
一
二
年
五
月
二
日
民
二
判
判
決
全
集
四
輯
一
へ
）
号
三
頁
、
大
審
昭
和
一
六
年
二
一
月
二
二
日
民
一
判
評
論
三
一
巻
民
訴
四
三
頁
、
大
審
昭

　
和
一
〇
年
七
月
二
五
日
民
一
判
新
聞
三
八
七
四
号
一
八
頁
、
大
審
昭
和
一
五
年
六
月
二
二
日
民
一
判
評
論
二
九
巻
民
訴
三
五
五
頁
、
昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
八
日
金
沢
地

　
判
要
旨
集
民
訴
3
一
〇
二
七
頁
、
昭
和
三
〇
年
一
月
一
二
日
大
阪
地
民
一
二
判
下
級
民
集
六
巻
一
号
六
頁
．
昭
和
三
二
年
五
月
八
日
東
地
民
一
一
判
新
聞
六
一
号
二

　
頁
、
最
高
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
大
法
廷
民
集
一
二
巻
三
八
一
頁
、
昭
和
三
三
年
九
月
八
日
神
戸
地
決
下
級
民
集
九
巻
九
号
一
八
一
二
頁
．

（
2
）
評
巳
：
b
窪
＜
。
茜
一
。
酵
ぎ
N
三
一
胃
。
N
。
鉾
邑
ぎ
切
Φ
葺
品
N
霞
富
ぼ
。
〈
。
＝
α
§
d
暑
一
毎
霞
蚕
。
q
藷
5
、
．
．
冒
一
語
。
匿
響
曾
≧
。
『
ぞ
旨
吋
切
震
鮫
Φ
岳
。
蚕
勾
①
9
掌

　
β
邑
ギ
o
N
＆
、
、
・
国
夷
ぎ
N
§
鵯
富
＆
一
8
ρ
¢
漣
・
謡
・
国
§
5
ギ
。
N
＆
お
韻
憲
登
¢
さ
ρ
＞
ロ
ヲ
ω
8
の
引
用
参
照
。
寄
9
9
巨
畦
：
k
ξ
頴
o
N
＆
ぎ
韻
巨
。
富
一
。
ぼ
。
、
．
，

　
旨
簿
ぎ
鴨
鼠
ぼ
げ
⇔
9
霞
匹
。
O
P
¢
ま
一

（
3
）
　
三
ケ
月
民
事
訴
訟
法
四
四
三
頁
。

（
4
）
　
い
わ
ゆ
る
制
限
的
既
判
力
説
を
と
る
判
例
と
し
て
は
、
調
停
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
昭
和
三
三
年
五
月
二
一
日
東
高
民
一
一
判
東
高
民
時
報
九
巻
五
号
八
O
頁
、
学

　
説
と
し
て
は
、
菊
井
民
事
訴
訟
法
三
七
五
頁
、
中
島
日
本
民
訴
九
三
五
頁
、
中
村
英
「
裁
判
上
の
和
解
」
民
訴
講
座
三
巻
八
三
八
頁
、
な
お
調
停
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

　
宮
崎
澄
夫
調
停
法
の
理
論
と
実
際
一
一
三
頁
。

　
　
既
判
力
否
定
説
と
し
て
は
、
三
ケ
月
前
掲
四
四
三
頁
、
岩
松
「
民
事
裁
判
に
お
け
る
判
断
の
限
界
」
法
曹
時
報
一
一
号
二
八
八
ー
二
九
九
頁
、
菊
井
・
村
松
コ
ン
メ
ソ

　
タ
ー
ル
六
七
九
頁
、
鈴
木
「
非
訟
事
件
の
裁
判
及
び
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
」
法
曹
時
報
一
一
巻
二
号
一
九
九
頁
、
石
川
「
調
停
が
要
素
の
錯
誤
に
よ
り
無
効
と
認
定

　
さ
れ
た
事
例
」
本
誌
三
二
巻
四
号
六
三
頁
。
判
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
九
年
八
月
五
日
東
高
民
一
決
法
曹
新
聞
九
二
号
六
頁
、
昭
和
三
一
年
＝
一
月
五
日
名
古
屋
高
金
沢

　
支
判
、
下
級
民
集
七
巻
一
二
号
三
五
六
二
頁
、
昭
和
三
二
年
二
月
七
日
大
阪
地
裁
決
下
級
民
集
八
巻
二
号
二
三
五
頁
、
昭
和
三
三
年
一
〇
月
九
日
東
地
判
下
級
民
集
九
巻

　
一
〇
号
二
〇
五
八
頁
（
調
停
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
）
、
最
高
判
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
民
集
一
二
巻
三
号
三
八
一
頁
以
下
の
少
数
意
見
。

（
5
）
　
既
判
力
の
本
質
に
つ
い
て
は
．
三
ケ
月
前
掲
一
七
頁
以
下
、
伊
東
「
既
判
力
に
つ
い
て
」
民
訴
雑
誌
八
号
一
頁
以
下
、
石
川
「
非
訟
事
件
の
定
型
分
類
」
本
誌
三
一

　
巻
四
号
二
四
八
頁
．

（
6
）
　
な
お
訴
訟
行
為
説
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
．
石
川
「
訴
訟
上
の
和
解
の
本
質
に
つ
い
て
」
三
色
旗
一
八
一
号
三
一
頁
以
下
．

三
　
旧
訴
続
行
説
な
ら
び
に
別
訴
提
起
説
に
つ
い
て

そ
こ
で
次
に
、
ω
～
㈲
の
救
済
手
段
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。



　
ド
イ
ッ
で
は
、
和
解
無
効
の
主
張
は
、
単
な
る
新
期
日
の
指
定
に
よ
る
旧
訴
の
続
行
手
続
に
お
い
て
な
さ
る
べ
ぎ
な
の
か
、
旧
訴
の
改
め
て
の

提
起
に
せ
よ
無
効
確
認
の
訴
に
せ
よ
、
別
訴
の
提
起
が
必
要
な
の
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
つ
て
、
学
説
判
例
上
三
つ
の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
第
一
説
は
、
無
効
原
因
の
な
ん
た
る
を
問
わ
ず
、
も
つ
ぽ
ら
新
期
日
の
指
定
に
よ
る
旧
訴
の
続
行
を
認
め
る
見
解
で
あ
る
。

　
第
二
説
は
．
訴
訟
的
無
効
原
因
と
実
体
的
無
効
原
因
と
を
区
別
し
て
、
前
者
を
主
張
す
る
場
合
に
は
旧
手
続
の
続
行
を
認
め
、
後
者
を
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
場
合
に
は
別
訴
の
提
起
を
必
要
と
す
る
．
た
だ
し
、
旧
訴
の
提
起
を
認
め
る
の
か
、
和
解
無
効
確
認
訴
訟
を
認
め
る
の
か
と
い
5
点
で
見
解
が

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

わ
か
れ
る
。
あ
る
い
は
、
双
方
と
も
に
認
め
る
見
解
も
あ
る
．

　
第
三
説
は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
の
鍛
疵
が
訴
訟
法
上
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
旧
訴
の
続
行
が
認
め
ら
れ
る
．

こ
れ
に
反
し
て
環
疵
が
実
体
法
上
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
毅
疵
の
立
証
が
容
易
（
ぎ
象
。
）
で
あ
れ
ば
（
法
律
問
題
乃
至
立
証
の
容
易
な
事
実
問
題
）
、
》
、
の

主
張
に
旧
訴
の
続
行
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
実
体
的
環
疵
が
立
証
困
難
（
崖
昼
琶
で
あ
れ
ば
・
て
の
主
張
の
た
め
別
訴
の
提
起
が
必
要
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

あ
る
と
す
る
（
た
だ
し
こ
の
場
合
別
訴
は
無
効
確
認
の
訴
を
意
味
す
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
よ
5
で
あ
る
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
説
は
ほ
と
ん
ど
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
に
は
反
対
し
て
い
る
．
け
だ
し
、
和
解
無
効
の
主
張
方
法
い
か
ん
の
問
題
は
、
各

各
の
場
合
の
具
体
的
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
裁
量
間
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
法
律
問
題
で
あ
る
．
手
続
の
選
択
が
立
証
の
難

易
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
と
い
う
点
か
ら
こ
れ
を
み
れ
ば
、
耐
え
が
た
い
こ
と
で
あ
る
．
た
と
え
ば
、
あ
る
裁
判
所
が
証
明
は

簡
易
で
あ
る
と
し
、
他
の
裁
判
所
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
し
よ
う
．
和
解
無
効
を
主
張
す
る
当
事
者
が
適
法
な
手
続
を
選
択
す
る
か
否
か

は
全
く
偶
然
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
が
証
明
は
簡
易
で
あ
る
と
判
断
し
て
旧
訴
の
続
行
の
た
め
に
新
期
日
の
指
定
の
申
立

を
し
た
と
こ
ろ
、
旧
訴
裁
判
所
が
証
明
は
簡
易
に
非
ず
と
し
て
新
期
日
指
定
の
申
立
を
却
下
し
た
の
で
、
別
訴
を
提
起
し
た
が
、
受
訴
裁
判
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

証
明
は
簡
島
で
あ
る
と
し
て
訴
を
却
下
さ
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
．
か
く
し
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
を
否
定
す
る
学
説
の
態
度
は
正
当
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
八
八
一
）



　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
八
八
二
）

　
そ
こ
で
、
問
題
の
焦
点
は
第
一
説
と
第
二
説
の
対
立
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
．
す
な
わ
ち
、
第
一
説
に
し
た
が
つ
て
、
無
効
原
因
の
な
ん
た
る
を

間
わ
ず
旧
訴
を
新
期
目
の
指
定
に
よ
り
続
行
し
て
和
解
の
無
効
を
主
張
す
べ
ぎ
な
の
か
、
第
二
説
に
し
た
が
つ
て
、
訴
訟
上
の
暇
疵
の
主
張
は
も

つ
ぱ
ら
旧
訴
の
続
行
に
よ
り
主
張
す
べ
ぎ
で
あ
る
に
反
し
、
実
体
的
暇
疵
の
主
張
は
別
訴
の
提
起
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
第
一
説
の
根
拠
は
こ
う
で
あ
る
．
和
解
の
無
効
と
は
旧
訴
が
終
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
原
因
な
い
し
暇
疵
が

実
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
訴
訟
法
的
な
も
の
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
、
和
解
無
効
の
内
容
が
変
つ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
．
し
た
が
つ
て
、
和
解
の

理
疵
が
実
体
法
上
の
も
の
で
あ
る
か
訴
訟
法
上
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
、
和
解
無
効
の
主
張
方
法
が
変
つ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
く
し

て
、
和
解
無
効
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
新
期
日
の
指
定
に
よ
り
旧
訴
が
続
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
旧
訴
が
改
め
て
提
起
さ
れ
た
場
合
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

れ
に
対
し
て
は
訴
訟
係
属
の
抗
弁
が
提
出
で
き
る
し
、
和
解
無
効
確
認
に
対
し
て
は
訴
の
利
益
の
欠
歓
の
抗
弁
を
主
張
し
う
る
、
と
．

　
こ
の
見
解
は
和
解
の
法
的
性
質
に
関
す
る
一
行
為
両
性
説
お
よ
び
実
体
行
為
説
の
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
行
為

両
性
説
の
立
場
か
ら
は
、
和
解
の
暇
疵
が
実
体
法
上
の
も
の
で
あ
れ
ば
当
然
に
、
実
体
法
上
の
も
の
で
あ
つ
て
も
そ
れ
が
和
解
の
訴
訟
法
上
の
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

カ
ヘ
の
影
響
を
認
め
る
点
で
和
解
無
効
の
原
因
た
り
う
る
の
で
あ
る
し
、
実
体
行
為
説
の
立
場
か
ら
は
、
訴
訟
法
上
の
和
解
は
純
然
た
る
実
体
的

行
為
で
あ
る
と
み
る
か
ら
、
実
体
的
な
和
解
の
暇
疵
は
直
ち
に
訴
訟
上
の
和
解
の
理
疵
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
．

　
こ
れ
に
反
し
て
、
第
二
説
は
、
二
行
為
併
存
説
の
立
場
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
．
二
行
為
併
存
説
は
和
解
を
実
体
行
為
と
訴
訟
行
為
と
に
わ

け
、
両
者
は
相
互
に
独
立
し
た
行
為
で
あ
る
と
み
る
。
訴
訟
上
の
無
効
原
因
が
あ
れ
ば
訴
訟
終
了
の
効
果
は
発
生
せ
ず
、
し
た
が
つ
て
旧
訴
が
続

行
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
．
実
体
行
為
の
暇
疵
は
訴
訟
行
為
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
か
ら
、
訴
訟
終
了
の
効
果
も
発
生
せ
し
め
な
い
．
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

つ
て
、
実
体
的
暇
疵
の
主
張
は
別
訴
に
よ
り
主
張
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
第
二
説
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
和
解
の
無
効
の
主
張
方
法
は
、
も
つ
ば
ら
和
解
の
法
的
性
質
論
か
ら
決
定
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

む
し
ろ
合
目
的
性
の
要
素
が
そ
の
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
こ
れ
ら
二
つ
の
見
解
の
も
つ
問
題
点
を
検
討

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
ま
ず
第
一
説
を
理
由
づ
け
第
二
説
を
否
定
す
る
た
め
に
指
摘
さ
れ
る
若
干
の
根
拠
を
紹
介
し
検
討
し
て
み
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
第
一
に
、
別
訴
の
提
起
を
認
め
る
と
、
訴
訟
に
要
す
る
時
問
と
費
用
と
労
力
と
が
倍
加
す
る
の
で
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
．
た
と

え
ば
、
旧
訴
提
起
説
に
よ
る
と
、
和
解
が
上
告
審
で
な
さ
れ
た
場
合
に
、
改
め
て
提
起
さ
る
べ
き
旧
訴
は
第
一
審
裁
判
所
に
提
起
せ
ら
れ
る
．
第

一
審
判
決
に
対
し
て
控
訴
上
告
が
な
さ
れ
る
と
す
る
と
、
旧
訴
提
起
に
よ
る
和
解
無
効
の
主
張
は
迂
遠
な
方
法
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
和
解
無

効
確
認
訴
訟
説
に
よ
れ
ば
、
第
一
審
で
和
解
が
締
結
さ
れ
た
と
し
て
も
、
和
解
無
効
確
認
訴
訟
が
三
審
級
、
さ
ら
に
旧
訴
が
復
活
し
て
三
審
級
を

紛
争
の
解
決
ま
で
に
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
．
こ
の
種
の
時
間
と
労
力
と
費
用
の
浪
費
は
意
味
が
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
．

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
主
張
に
は
賛
成
し
え
な
い
。
和
解
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
積
り
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
和

解
は
裁
判
所
の
面
前
で
な
さ
れ
る
当
事
者
の
実
体
法
上
の
和
解
契
約
と
裁
判
所
に
よ
る
そ
の
確
認
行
為
か
ら
な
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
も
裁

判
所
は
当
事
者
問
に
裁
判
所
の
面
前
で
実
体
法
上
の
和
解
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
だ
け
で
、
実
体
法
上
の
和
解
の
か
く
れ
た
る
暇
疵
に

つ
い
て
の
調
査
・
審
理
は
し
な
い
か
ら
、
始
め
か
ら
訴
訟
上
の
和
解
は
一
切
の
法
確
定
力
を
も
た
な
い
．
そ
れ
は
単
に
執
行
力
と
一
応
訴
訟
を
終

了
さ
せ
る
効
力
と
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
．
裁
判
所
の
面
前
で
な
さ
れ
た
実
体
法
上
の
和
解
が
執
行
力
や
一
応
の
訴
訟
終
了
効
を
も
つ
の
は
、
実
体

法
上
の
和
解
に
裁
判
所
の
そ
の
確
認
行
為
が
加
わ
る
か
ら
で
あ
る
．
実
体
法
上
の
和
解
か
ら
当
然
に
執
行
力
や
一
応
の
訴
訟
終
了
効
が
で
て
く
る

わ
け
で
は
な
い
．
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
法
上
の
効
力
は
、
実
体
法
上
和
解
に
よ
つ
て
紛
争
が
解
決
し
た
こ
と
を
裁
判
所
が
確
認
し
た
か
ら
発

生
す
る
の
で
あ
つ
て
、
裁
判
所
が
改
め
て
実
体
法
上
の
和
解
に
暇
疵
が
あ
つ
て
実
は
紛
争
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
こ
の
確
認
が
和

解
に
お
け
る
確
認
に
優
先
し
、
当
然
に
旧
訴
は
復
活
す
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
和
解
の
実
体
的
璃
疵
は
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
訴
訟
上
の
和
解
の
無
効
原
因
に
は
な
る

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
蝦
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
八
八
三
）



　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
環
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
八
八
四
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（
1
6
）

が
、
実
体
法
上
の
和
解
に
環
疵
が
あ
る
か
否
か
寝
て
れ
自
体
一
つ
の
独
立
し
た
紛
争
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
訴
訟
上
の
和
解
の
椴
疵
と
し
て
と
ら
え

て
、
単
に
旧
訴
の
手
続
内
で
主
張
さ
せ
審
理
す
る
こ
と
は
、
訴
訟
外
で
な
さ
れ
た
一
般
の
私
法
上
の
和
解
の
環
疵
の
主
張
と
の
関
係
で
こ
れ
を
み

る
と
、
決
し
て
妥
当
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
和
解
の
実
体
法
毅
疵
の
主
張
を
そ
れ
自
体
独
立
の
紛
争
と
み
れ
ぽ
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
三
審

級
を
認
め
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
以
て
時
間
・
労
力
・
費
用
の
浪
費
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
．
た
と
え

ぱ
、
上
告
審
で
和
解
が
な
さ
れ
た
が
、
和
解
の
実
体
的
暇
疵
を
主
張
す
る
の
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
る
と
上
告
審
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
で
は
訴
訟
外
で
な
さ
れ
る
一
般
の
和
解
の
暇
疵
を
訴
を
も
つ
て
主
張
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
決
し
て
充
分
な
審
理
が
で
ぎ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
こ
の
意
味
で
む
し
ろ
別
訴
に
よ
り
和
解
無
効
を
主
張
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
．

　
第
二
に
、
旧
訴
の
続
行
は
常
に
旧
訴
が
係
属
し
和
解
の
な
さ
れ
た
裁
判
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
別
訴
の
提
起
を
認
め
る
と
、
そ

れ
は
し
ば
し
ば
旧
訴
の
係
属
し
た
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
上
訴
審
で
和
解
が
な
さ
れ
た
場
合
別
訴
は
必
ず
第
一
審
裁

判
所
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
被
告
が
住
所
を
変
更
し
た
よ
う
な
場
合
も
、
別
訴
の
裁
判
所
と
旧
訴
の
裁
判
所
が
異
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
る
．
和
解
の
効
力
の
審
理
に
最
も
適
し
た
裁
判
所
は
和
解
の
成
立
し
た
裁
判
所
で
あ
る
か
ら
、
別
訴
提
起
説
は
妥
当
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張

が
あ
る
。

　
し
か
し
、
旧
訴
を
続
行
す
る
場
合
で
も
、
た
と
え
ば
、
上
級
審
で
和
解
が
成
立
し
て
後
時
日
が
経
過
し
て
い
れ
ば
記
銀
が
第
一
審
裁
判
所
に
戻

さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
旧
訴
を
続
行
す
る
と
い
つ
て
も
、
旧
訴
の
係
属
し
た
裁
判
所
の
同
一
裁
判
官
が
事
件
を
担
当
す
る
と
は
限
ら
な
い

し
、
別
訴
を
旧
訴
の
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
に
提
起
し
て
も
、
当
該
裁
判
所
が
旧
訴
の
裁
判
所
に
審
理
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

ば
、
事
件
を
後
者
に
移
送
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
（
民
訴
法
三
一
条
）
．
か
よ
う
に
考
え
る
と
第
二
の
主
張
も
理
由
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
．

　
第
三
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
る
と
、
和
解
成
立
前
の
訴
訟
状
態
の
維
持
継
続
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
爾
後
訴
訟
の
続
行
が
で
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
利
点
が
、
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
。



　
こ
の
主
張
は
旧
訴
提
起
説
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
。
け
だ
し
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
旧
訴
を
改
め
て
第
一
審
か
ら
や
り
な
お
す
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
．
和
解
の
法
的
性
質
に
関
す
る
両
行
為
併
存
説
は
、
実
体
的
環
疵
の
訴
訟
上
の
効
力
へ
の
影
響
を
否
定
す
る
か
ら
、
実
体
的
環
疵
が
あ

つ
て
も
訴
訟
法
上
蝦
疵
が
な
け
れ
ば
訴
訟
は
終
了
す
る
．
訴
訟
法
上
の
暇
疵
が
な
い
以
上
は
旧
訴
の
続
行
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
実
体
的
蝦
疵

を
理
由
に
旧
訴
訟
物
に
つ
い
て
判
決
を
も
ら
う
た
め
に
は
、
旧
訴
を
改
め
て
提
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
．
旧
訴
の
提
起
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
述
べ
た

第
三
の
主
張
が
妥
当
す
る
．
も
つ
と
も
、
和
解
無
効
確
認
訴
訟
説
に
も
と
づ
き
、
和
解
無
効
の
確
認
判
決
の
確
定
後
旧
訴
の
続
行
を
認
め
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
す
れ
ば
、
第
三
の
主
張
は
か
か
る
種
類
の
無
効
確
認
訴
訟
説
を
否
定
す
る
根
拠
た
ゲ
え
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
．

　
第
四
に
、
第
二
説
が
実
体
的
毅
疵
と
訴
訟
法
的
環
疵
と
を
区
別
し
て
、
前
者
の
主
張
は
別
訴
に
よ
ら
し
め
、
後
者
の
主
張
を
旧
訴
続
行
に
よ
ら

し
め
て
い
る
の
は
、
訴
訟
法
上
の
理
疵
は
常
に
立
証
な
し
に
判
断
し
う
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ
の
認
識
そ
れ
自
体
が
誤
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

あ
る
し
、
さ
ら
に
、
二
種
の
環
疵
を
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
主
張
が
あ
る
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
訴
訟
上
の
暇
疵
は
証
明
の
難
易
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
来
当
該
訴
訟
内
に
お
い
て
の
み
主
張
さ
る
べ
き
も
の
で
、
当
該
訴
訟
を

離
れ
て
別
訴
で
主
張
さ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
和
解
の
実
体
的
蝦
疵
が
和
解
の
訴
訟
上
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
主
張
を
旧
訴
続
行
に
よ
ら
し
め
る
か
は
合
目
的
的
考
慮
か
ら
決
定
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
従
来
の
一
行
為
両
性
説
や
二
行
為
併
存
説
の
立
場
か
ら
は
、
訴
訟
法
上
の
暇
疵
と
実
体
法
上
の
暇
疵
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は

困
難
な
こ
と
も
あ
ろ
う
（
た
と
え
ば
、
論
者
は
、
意
思
の
合
致
が
な
い
と
い
う
主
張
は
、
実
体
法
的
璃
疵
と
も
考
え
ら
れ
る
し
訴
訟
法
上
の
暇
疵
で
も
あ
る
、
と
し
て
い

（
2
2
）

る
）
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
和
解
は
裁
判
所
の
面
前
で
な
さ
れ
る
実
体
法
上
の
和
解
と
裁
判
所
に
よ
る
・
て
の
確
認
行
為
と
か
ら
な
る
の
で
、
当
事
者
の
行

為
が
同
時
に
実
は
二
箇
の
行
為
で
あ
る
と
か
、
両
性
質
を
も
つ
と
か
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
、
二
種
の
暇
疵
は
明
確
に
区
別
し
え
よ
う
．
仮
り
に

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
最
疵
の
主
張
方
法
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訴
訟
上
の
和
解
の
鍛
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
八
八
六
）

両
者
を
明
確
に
区
別
し
え
な
い
と
し
て
も
、
換
言
す
れ
ば
暇
疵
が
同
時
に
訴
訟
上
の
綴
疵
で
あ
り
実
体
法
上
の
最
疵
で
も
あ
る
場
合
に
は
、
合
目

的
考
慮
か
ら
し
て
別
訴
を
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
．

　
以
上
は
第
一
説
を
理
由
づ
け
第
二
説
を
否
定
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
．
逆
に
以
下
に
お
い
て
．
若
干
の
第
一
説
に
対
す
る
批

判
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
第
一
説
に
よ
り
、
単
な
る
新
期
日
の
指
定
に
よ
る
旧
訴
の
続
行
を
例
外
な
く
認
め
る
と
、
当
事
者
の
軽
卒
且
つ
安
易
な
和
解
の
暇
疵

の
主
張
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
不
都
合
で
あ
る
。
別
訴
の
提
起
を
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
か
か
る
不
都
合
は
排
除
し
う
る
の
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
批
判
は
確
か
に
正
し
い
も
の
を
含
む
が
、
し
か
し
、
問
題
は
別
訴
提
起
の
場
合
に
生
じ
る
不
利
益
と
、
旧
訴
続

行
の
場
合
発
生
す
る
不
利
益
と
の
比
較
衡
量
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
自
体
で
絶
対
的
な
批
判
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
第
二
に
、
第
一
説
に
し
た
が
つ
て
、
旧
訴
を
続
行
し
て
和
解
の
璃
疵
に
つ
い
て
審
理
し
た
と
こ
ろ
、
蝦
疵
の
主
張
に
理
由
が
な
い
こ
と
が
判
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

し
た
場
合
、
既
に
和
解
に
よ
り
有
効
に
終
了
し
た
旧
訴
が
続
行
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
は
理
論
的
に
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
批
判
は
妥
当
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
旧
訴
が
有
効
に
終
了
し
た
か
否
か
が
争
い
の
対
象
で
あ
る
場
合
、
結
果
的
に
は
無
効
の

主
張
の
理
由
が
な
い
に
し
て
も
無
効
の
主
張
を
審
理
す
る
手
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
し
、
こ
の
こ
と
は
訴
の
取
下
や
請
求
の
樋

棄
・
認
諾
の
場
合
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
訴
の
取
下
の
場
合
訴
取
下
が
有
効
に
な
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
争
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

は
一
般
に
旧
訴
を
続
行
し
て
審
理
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
．

　
第
三
に
、
併
合
和
解
の
場
合
、
旧
訴
の
訴
訟
物
以
外
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
の
み
無
効
の
主
張
が
あ
れ
は
、
旧
訴
の
続
行
は
不
可
能
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
（
26
）

す
る
批
判
が
あ
る
。

　
か
か
る
場
合
に
旧
訴
続
行
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
．
し
か
し
、
併
合
和
解
に
お
い
て
、
訴
訟
物
以
外
の
法
律
関
係
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

れ
が
訴
訟
物
た
る
法
律
関
係
と
不
可
分
に
結
合
し
て
和
解
の
内
容
と
な
る
場
合
に
限
つ
て
、
和
解
の
内
容
た
り
う
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
該
法



律
関
係
に
の
み
関
す
る
澱
疵
の
主
張
と
い
5
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
和
解
全
体
の
暇
疵
に
な
る
か
ら
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
れ
ば

当
然
旧
訴
の
続
行
が
可
能
に
な
る
。
た
だ
両
者
が
不
可
分
の
関
係
に
な
く
て
も
、
訴
訟
物
以
外
の
法
律
関
係
を
和
解
の
内
容
と
し
て
こ
れ
を
規
律

し
う
る
も
の
と
し
、
且
つ
和
解
の
環
疵
が
も
つ
ば
ら
こ
の
点
に
の
み
関
す
る
場
合
は
、
旧
訴
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
は
紛
争
が
消
滅
し
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
ち

旧
訴
を
続
行
さ
せ
る
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
旧
訴
続
行
論
者
も
例
外
的
に
か
か
る
場
合
と
か
、
和
解
に
第
三
者
が
関
与
し
、
第
三
者
と
の
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
（
2
9
）

関
係
に
つ
い
て
の
み
無
効
原
因
が
存
す
る
場
合
に
は
、
別
に
和
解
の
当
該
部
分
の
無
効
確
認
の
訴
の
提
起
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
の
批
判
は
第
二
説
を
積
極
的
に
理
由
づ
け
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
け
だ
し
、
こ
の
批
判
は
、
訴
訟
物
に
関
す
る

堰
疵
と
そ
れ
以
外
の
法
律
関
係
に
関
す
る
蝦
疵
と
の
区
別
に
関
す
る
が
、
第
二
説
は
実
体
的
理
疵
と
訴
訟
的
暇
疵
の
区
別
に
関
す
る
か
ら
で
あ

る
。　

第
四
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
る
と
、
上
告
審
で
和
解
が
な
さ
れ
且
つ
そ
の
職
疵
が
主
張
さ
れ
る
場
合
、
上
告
審
で
和
解
の
無
効
原
因
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

事
実
審
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
上
告
審
の
性
格
に
反
す
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
上
告
審
で
も
全
く
事
実
審
理
を
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
訴
訟
要
件
や
上
訴
要
件
の
存
否
・
再
審
事
由
・
原
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

の
訴
訟
手
続
の
法
規
違
背
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
証
拠
調
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
解
の
要
件
乃
至
暇
疵
の
審
理
も
訴
訟
物
そ
の
も
の
に

関
す
る
事
実
審
理
で
は
な
く
、
上
告
審
手
続
を
再
開
す
べ
き
乃
至
本
案
判
決
を
な
す
べ
き
要
件
の
審
理
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
の
審
理
は
上
告
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

に
お
い
て
も
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
る
と
、
和
解
が
上
訴
審
で
な
さ
れ
た
場
合
審
級
の
不
当
な
省
略
を
結
果
す
る
か
ら
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が

　
（
3
3
）

あ
る
。

　
こ
の
批
判
に
対
し
て
．
旧
訴
続
行
説
は
、
上
訴
審
で
和
解
が
な
さ
れ
る
場
合
そ
の
効
力
に
つ
い
て
当
事
者
は
も
は
や
審
級
の
利
益
を
拡
棄
し
て

　
（
3
4
）

い
る
、
こ
れ
は
、
反
訴
が
反
訴
被
告
た
る
本
訴
原
告
の
同
意
を
得
て
控
訴
審
で
提
起
さ
れ
た
場
合
当
事
者
は
審
級
の
利
益
を
抱
棄
し
た
も
の
と
考

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
蝦
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
八
八
七
）



　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
蝦
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
八
八
八
）

え
て
よ
い
の
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
る
。

　
控
訴
審
で
提
起
さ
れ
る
反
訴
に
あ
つ
て
は
、
反
訴
被
告
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
反
訴
に
つ
い
て
審
級
の
省
略
が
あ
つ
て
も
反
訴
被
告
に

酷
で
は
な
い
が
、
既
述
の
ご
と
く
、
和
解
無
効
の
主
張
を
新
た
な
紛
争
と
み
る
と
、
上
訴
審
で
な
さ
れ
た
和
解
が
同
時
に
当
然
に
和
解
の
暇
疵
の

主
張
に
関
し
て
審
級
の
省
略
の
合
意
を
含
む
と
み
る
こ
と
は
、
不
利
益
を
う
け
る
当
事
者
に
と
つ
て
酷
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
限
り
こ

の
批
判
は
旧
訴
続
行
説
に
と
つ
て
、
四
三
～
四
頁
に
述
べ
た
と
こ
ろ
と
関
連
し
て
、
決
定
的
な
批
判
で
あ
る
と
い
え
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
第
六
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
る
と
、
和
解
の
成
立
後
何
年
経
過
し
て
も
旧
訴
の
続
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　
こ
の
批
判
は
、
し
か
し
、
第
二
説
に
も
妥
当
す
る
．
第
二
説
に
し
た
が
つ
て
、
訴
訟
上
の
蝦
疵
に
も
と
づ
き
旧
訴
を
続
行
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
和
解
無
効
確
認
訴
訟
の
判
決
確
定
後
に
旧
訴
を
再
開
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
和
解
の

暇
疵
の
主
張
に
時
間
的
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
立
法
者
の
仕
事
で
あ
つ
て
、
法
規
上
そ
の
制
限
が
存
在
し
な
い
以
上
、
時
期
的
制
限
は
な
い
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

て
よ
い
、
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
再
審
の
訴
に
つ
き
五
年
の
除
斥
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
何
時
で
も
旧
訴
の
続
行
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
と
の
関
係
で
均
衡
を
失
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
考
え
方
の
前
提
に
は
、
い
わ
ゆ
る
判
決
代
用
説
が
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
判
決
代
用
説
を
否
定
す
る
以
上
は
、
和
解
無
効
の
主
張
は
再
審
の
訴
で
は
な
く
、
別
訴
に
つ
き
、
ま
た
は
旧
訴
を
続

行
し
て
本
案
判
決
を
も
ら
う
に
つ
き
訴
の
利
益
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
別
訴
の
提
起
や
旧
訴
続
行
が
で
き
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
．
ド
イ
ッ
で
は
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

説
上
こ
の
批
判
は
殆
ん
ど
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
．
和
解
を
判
決
の
代
用
と
考
え
な
い
以
上
当
然
で
あ
ろ
う
．

　
第
七
に
、
旧
訴
続
行
説
に
よ
つ
て
も
、
同
じ
く
和
解
に
関
連
し
て
派
生
す
る
紛
争
で
あ
り
な
が
ら
、
不
履
行
に
よ
る
解
除
や
相
殺
の
た
め
法
律

関
係
に
変
動
が
あ
つ
た
と
き
、
も
は
や
別
個
の
紛
争
と
み
ざ
る
を
得
ず
、
旧
訴
の
続
行
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
は
、
同
じ
く
和

解
に
関
連
し
て
派
生
す
る
紛
争
で
あ
り
な
が
ら
当
事
者
は
い
ず
れ
の
道
を
選
ぶ
べ
き
か
を
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
裁
判
所
も
期
日
指
定
の
方
式
で

処
理
し
て
よ
い
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
画
一
的
な
こ
と
の
要
求
さ
れ
る
裁
判
上
の
救
済
の
あ
り
方
と
し
て
は
不
適
当



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

で
あ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
解
除
を
和
解
の
成
立
に
関
す
る
環
疵
と
同
視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
後
者
に
あ
つ
て
は
最
初
か
ら
蝦
疵
あ
る
和
解
が
存
在

す
る
の
で
、
紛
争
は
実
は
終
了
し
て
い
な
い
．
解
除
や
相
殺
の
場
合
は
和
解
の
成
立
に
つ
い
て
理
疵
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
旧
訴
は
終
了
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

お
り
、
続
行
の
余
地
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
で
、
第
一
説
・
第
二
説
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
紹
介
し
検
討
し
た
．
両
説
い
ず
れ
か
の
採
否
に
つ
き
決
定
的
な
批
判
も
あ
つ
た
し
、
そ
う
で

な
い
も
の
も
あ
つ
た
。
第
一
説
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
第
一
の
根
拠
の
批
判
や
、
そ
れ
と
の
関
係
で
な
さ
れ
る
第
一
説
に
対
す
る
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

五
の
批
判
は
決
定
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
そ
こ
で
既
に
述
べ
た
通
り
第
二
説
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
．
す
な
わ
ち
、
和
解
の
実
体

的
蝦
疵
と
純
訴
訟
的
暇
疵
と
を
区
別
し
、
前
者
の
主
張
は
原
則
と
し
て
別
訴
に
よ
り
、
後
者
の
主
張
は
旧
訴
の
続
行
に
よ
る
．
も
ち
ろ
ん
和
解
の

実
体
的
暇
疵
に
つ
き
争
い
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が
同
時
に
訴
訟
上
の
璃
疵
で
も
あ
る
か
ら
（
既
述
の
ご
と
く
）
、
そ
の
主
張
は
続
行
せ
ら
れ
た
旧
訴
に
お

い
て
な
さ
れ
れ
ぽ
足
り
、
別
訴
を
必
要
と
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
和
解
の
実
体
的
暇
疵
を
主
張
す
る
者
が
旧
訴
の
続
行
の
た
め
新
期
日
の
指
定

を
求
め
、
新
期
日
に
お
い
て
相
手
方
が
別
訴
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
場
合
は
、
別
訴
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
相
手
万
が

か
か
る
主
張
を
な
さ
ず
旧
訴
続
行
に
よ
る
意
思
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
旧
訴
が
続
行
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
．
既
述
せ
る
和
解
の
本
質
か

ら
考
え
て
、
別
訴
で
和
解
無
効
の
確
定
判
決
が
あ
れ
ば
、
旧
訴
裁
判
所
の
和
解
の
確
認
は
、
こ
れ
に
ま
さ
る
通
用
力
を
も
た
な
い
か
ら
、
訴
訟
上

和
解
は
効
力
を
失
い
旧
訴
は
当
然
に
復
活
す
る
。

　
こ
こ
に
和
解
無
効
確
認
の
訴
と
は
、
和
解
の
実
体
的
無
効
を
確
認
す
る
訴
で
、
訴
訟
上
の
無
効
を
確
認
す
る
訴
で
は
な
い
．
訴
訟
上
の
無
効

は
、
そ
れ
が
純
訴
訟
上
の
蝦
疵
に
基
づ
く
場
合
に
は
旧
訴
の
続
行
に
よ
り
主
張
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
実
体
的
鍛
疵
に
も
と
づ
く
訴
訟
上
の
和
解

の
無
効
は
和
解
の
実
体
的
無
効
の
確
認
の
反
射
的
効
果
で
あ
る
し
、
実
体
的
蝦
疵
に
つ
き
争
い
が
な
い
場
合
は
旧
訴
を
続
行
す
れ
ば
足
り
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
理
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
八
八
九
）



　
　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
環
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
八
九
〇
）

　
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
別
訴
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
旧
訴
提
起
説
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
問
題
と
な
る
の
は
、
和
解
無
効
確
認
の
訴
と
請
求
異
議
の
訴
と
で
あ
る
が
、
前
者
は
さ
ら
に
中
間
確
認
の
訴
と
い
う
形
式
で
な
さ
れ
る
か
一
般

の
確
認
の
訴
と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
．
請
求
異
議
の
訴
に
つ
い
て
項
を
改
め
て
論
じ
る
．
中
間
確
認
の
訴
は
旧
訴
の
続
行

を
前
提
と
す
る
が
、
別
訴
は
必
ず
し
も
旧
訴
の
続
行
を
前
提
と
す
る
と
考
え
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
中
間
確
認
の
訴
に
限
る
と
解
す
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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1
）
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房
昌
ヨ
置
戸
国
℃
国
P
＞
ロ
自
二
¢
N
O
錦
α
Φ
誘
①
一
げ
や
閃
①
o
葺
巴
昏
の
ρ
¢
卜
o
①
曾
　
民
o
巨
o
『
，
勺
8
器
ゆ
巴
ψ
閑
o
o
算
甲

　
語
旨
a
ヨ
貫
ω
●
窪
）
＞
づ
ヲ
鯨
幹
①
旦
O
議
呂
二
炉
ω
」
お
な
ど
。
な
お
こ
の
見
解
を
と
る
ド
イ
ッ
の
判
例
も
か
な
り
多
い
が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
岩
松
・
兼
子
編
法

　
律
実
務
講
座
民
事
訴
訟
編
第
三
巻
一
六
一
頁
以
下
。

（
2
）
乞
蒙
・
。
F
N
℃
閑
P
＞
島
9
｝
ω
』
誤
旧
国
。
ヨ
亀
①
ン
＞
昌
ヨ
①
鱒
琶
㎎
N
ロ
○
い
O
竃
旨
9
雪
Z
『
ミ
一
。
お
’
¢
刈
ρ
な
お
閃
。
葺
3
。
ン
》
ロ
馨
㌧
5
甚
旨
い
＞
O
一
．
栂
き
評

　
旨
罫
　
≧
冨
葺
8
耳
ぎ
ぎ
ギ
魯
×
δ
お
㎝
ρ
乞
裡
畠
仁
且
お
が
望
三
戸
勲
騨
ρ
ω
」
9
に
引
用
さ
れ
て
い
る
．

（
3
）
蜜
貰
ρ
養
三
ひ
：
ト
段
①
。
げ
且
夷
く
§
ギ
。
N
①
守
①
韻
一
Φ
導
§
、
．
触
≦
一
。
N
ρ
の
」
○
ご
簑

（
4
）
困
①
民
①
一
一
①
ン
じ
。
ξ
ご
q
。
互
ω
、
＞
琶
品
Φ
｝
ψ
島
G。．

（
5
）
　
た
と
え
ば
切
。
巳
P
鉾
鉾
9
0
Q
」
O
ゲ
＞
b
ヨ
ω
お
に
引
用
さ
れ
た
0
3
浮
の
見
解
．

（
6
）
　
た
と
え
ば
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
以
下
の
ご
と
き
判
決
を
し
て
い
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
民
事
判
例
集
六
五
巻
四
二
二
頁
は
「
旧
訴
は
法
律
問
題
の
み
が
判
断
の
対
象
と

　
な
つ
て
い
る
場
合
に
、
続
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
七
八
巻
二
八
九
・
二
九
〇
頁
は
訴
訟
上
の
暇
疵
（
調
書
の
重
要
な
暇
疵
で
あ
つ
て
当
事
者
の
代
理
に
関
す
る
も

　
の
は
除
く
）
の
主
張
は
旧
訴
の
続
行
に
よ
る
。
け
だ
し
こ
の
種
の
蝦
疵
は
裁
判
所
に
よ
つ
て
容
易
に
調
査
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
詐
欺
が
主
張
さ
れ
る

　
よ
う
な
場
合
に
は
、
別
訴
が
係
属
せ
し
め
ら
る
べ
ぎ
で
あ
る
」
と
し
、
一
〇
六
巻
三
一
五
頁
は
、
　
「
和
解
の
効
力
に
つ
い
て
の
判
断
が
、
た
と
え
ば
詐
欺
の
主
張
の
よ
う

　
に
事
実
の
確
定
及
び
証
拠
の
提
出
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
場
合
、
別
訴
の
提
起
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
一
四
一
巻
一
〇
七
頁
は
、
「
和
解
の
当
事
者
が
和
解
締
結
当

　
時
精
神
病
で
あ
つ
た
こ
と
の
主
張
は
、
別
訴
の
提
起
を
必
要
と
す
る
．
け
だ
し
か
か
る
場
合
立
註
は
；
自
聾
幕
、
．
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
し
、
　
一
六
一
巻
二
五
四
頁
は
、

　
「
和
解
の
撤
回
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
旧
手
続
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
　
一
六
二
巻
二
〇
六
頁
は
、
「
詐
欺
か
無
効
原
因
と
し
て
主
張
さ
れ
る
場
合
で

　
竜
、
簡
単
な
立
証
が
な
さ
れ
れ
ば
足
り
る
場
合
に
は
、
旧
訴
が
続
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
見
解
に
賛
成
す
る
学
説
と
し
て
は
、
評
蜀
区
“
切
Q
切
函
霞
N
ぎ
薯
き
曇
舘
富
＞
仁
F
＞
p
タ
8
N
信
㎝
ミ
㊤



　
　
下
級
裁
判
所
の
裁
判
も
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
ワ
て
れ
に
な
ら
う
も
の
が
多
い
。
ド
レ
ス
デ
ン
高
裁
は
高
裁
民
集
三
一
巻
一
〇
二
頁
で
、
「
証
拠
の
提
出
乃
至
は
、
そ
の
他

　
の
事
実
の
調
査
が
必
要
で
は
な
い
場
合
に
限
つ
て
旧
訴
が
続
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
高
裁
は
高
裁
民
集
四
〇
巻
二
九
二
頁
で
、

　
「
法
律
状
態
・
事
実
状
態
が
簡
略
で
あ
る
場
合
に
旧
訴
が
続
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
し
、
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
高
裁
は
（
「
企
業
」
b
霞
望
琶
魯
．
．
一
九
四
八

　
年
度
三
九
八
頁
）
、
「
立
証
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
し
に
判
決
が
な
さ
れ
う
る
場
合
に
旧
訴
の
続
行
が
許
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
は
国
N
℃
六
四
巻

　
八
七
頁
に
よ
る
と
、
「
よ
り
以
上
の
調
査
が
不
要
と
さ
れ
る
場
合
に
旧
訴
が
続
行
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
7
）
富
ず
目
餌
9
』
．
鉾
ρ
¢
器
9
国
目
①
8
①
歪
甲
国
首
b
－
譲
。
昼
富
ぼ
ど
9
田
呂
い
。
し
“
。
｝
島
お
9
0Q
為
o
。
9
ω
号
α
爵
ρ
O
。
暮
号
Φ
・
閑
。
。
算
一
虐
ρ
ψ
O
㎝
9
0Q
鼠
亭

　
き
轟
甲
ω
。
ま
爵
ρ
＞
ロ
琴
目
ω
即
昌
伽
お
会
切
3
旦
勲
勲
9
ψ
一
8
い
な
お
判
例
の
な
か
に
も
第
三
説
に
反
対
す
る
も
の
が
あ
る
が
省
略
す
る
。

　　　パ　　　　　パ　　パ　　パ

1312111098）　　）　　）　　）　　）　　）

　
冒
o
N
Φ
ゆ
信
亀
窪
く
霞
臥
3
富
仁
呂
》
器
詩
雪
暮
三
器
o
。
・
β
コ
山
山
畠
℃
『
o
N
Φ
h
ぞ
o
夷
一
〇
凶
o
富

（
1
4
）

　
磯
①
冨
。
窪
。
。
・
審
β
邑
N
≦
①
。
尊
群
ゆ
蒔
馨
①
い
α
弩
農

（
1
5
）

　
唱
鶏
ざ
一
一
ヨ
N
貯
出
胃
o
N
①
9

パ　 パ　 パ　 　　パ　パ　 パ　パ
23　22　21　20　19　18　17　16
）　 ）　 ）　 ）　）　）　）　）

ω
o
巳
戸
即
■
勲
O
‘
ω
一
一
〇
b
o
や

富
げ
ヨ
聾
p
鋭
勲
ρ
）
ψ
卜
o
ω
㌣
名
毘
m
g
魯
目
：
b
霞
一
畦
言
目
冒
零
o
N
＆
冨
o
暮
．
．
＞
N
℃
一
〇
ρ
ψ
一
〇〇
N
…
閑
o
器
ロ
冨
夷
噛
㍉
N
一
〇
U
ど
堕
念
ω
。

切
。
m
①
尋
Φ
郵
9
ぼ
言
。
F
ω
’
零
8

菊
。
ω
窪
冨
夷
い
。
ぼ
言
。
F
ψ
紹
ざ
ω
。
ま
爵
①
』
9
費
9
幹
b
。
8
…
幹
魯
－
『
自
串
の
魯
α
鱒
①
」
一
ω
鱒
豊
鷲
逡

ω
o
巳
戸
鋭
騨
ρ
噂
ψ
一
〇
斜

国
o
崔
ヨ
p
目
：
b
一
。
＞
畦
8
げ
言
凝
o
冒
8
ギ
o
N
o
ゆ
く
。
超
一
〇
凶
。
房
、
、
・
N
N
℃
魔
－
¢
臨
ω
一
臨
9
ま
コ
切
一
〇
ヨ
亀
。
き
客
毫
一
〇
お
噛
ψ
ぎ
…
Ω
吋
”
ぼ
畦
：
b
一
。
2
即
ε
り
山
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
・
O
匡
9
9
①
ザ
ψ
o
。
9
0
0
9
〈
笹
・
噂
切
o
巳
員
些
釦
O
こ
¢
一
〇
“
’

三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
は
「
専
ら
合
目
的
的
考
慮
に
従
つ
て
決
せ
ら
る
べ
き
問
題
」
と
し
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
．
閃
9
ぎ
は
和
解
の
性
質
論
は
別
に
し
て
、
　
、
忌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
を
必
要
と
す
る
と
し
て
い
る
。

切
。
旨
戸
釦
費
ρ
¢
一
8
ご
ω
悉
㌣
き
鍔
m
あ
。
ま
爵
9
目
o
。
費
旨
暫
穽
反
対
説
と
し
て
、
切
讐
ヨ
鷺
昌
9
毛
緩
魯
β
区
望
讐
講
号
り
牢
。
器
穿
弩
負
ロ
β
騎
。
ぎ
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
¢
8
H
参
照
で
き
な
か
つ
た
が
、
同
箇
所
脚
註
に
よ
れ
ば
勺
。
包
。
も
同
説
。
　
＜
箪
噸
旨
馨
P
冒
憂
冴
魯
。
切
‘
邑
零
富
F
一
霧
9
¢
P

三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
は
、
「
和
解
の
無
効
は
常
に
新
た
な
紛
争
と
み
て
、
別
訴
に
よ
つ
て
主
張
せ
し
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
。

切
o
巳
P
鎚
野
　
9
、
¢
一
〇
〇

三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
。

獣
『
ヨ
弩
劃
野
即
。
O
；
ψ
一
忘
噛
的
ω
9
国
吋
9
9
奪
鴛
ゆ
鉾
野
ρ
、
¢
b
o
O
N
●

ω
o
巳
P
騨
鋭
O
‘
¢
一
〇
9
》
ロ
影
8
ド

切
8
ぎ
い
鉾
鉾
ρ
り
堕
一
〇
9

切
〇
三
P
暫
．
鋭
O
‘
ψ
一
〇
S

切
〇
三
戸
費
9
即
■
O
こ
堕
一
〇
㎝

訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法

五
一

（
八
九
一
）



　
　
　
訴
訟
上
の
和
解
の
環
疵
の
主
張
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
八
九
二
）

（
2
4
）
　
浮
巳
登
P
穿
ρ
ψ
さ
S
》
ロ
ヨ
　
3
ω
に
引
用
せ
ら
れ
た
ぐ
①
一
琶
き
ダ
宰
。
ヨ
葺
冒
…
①
吋
の
見
解
。

（
2
5
）
　
兼
子
体
系
二
九
八
頁
、
三
ケ
月
前
掲
四
三
一
；
二
頁
、
判
例
と
し
て
は
大
判
昭
和
八
年
七
月
一
一
日
民
集
一
二
巻
二
〇
四
〇
頁
。
勾
8
窪
ぎ
夷
｝
鋳
穿
9
¢
器
o。
”

P
勲
帥
ρ
ω
『
8
ご
野
巳
登
即
臼
。
ρ
・
ω
。
一
〇
刈

（
2
6
）
　
閃
。
酵
轟
＆
。
年
巽
馨
ρ
ω
O
切
国
。
臣
ヨ
①
暮
畦
一
ρ
＞
昌
～
浮
民
戸
》
コ
ヨ
」
崔
昌
ゆ
ミ
9
ω
一
。
ヨ
串
。
り
』
●
”
。
O
；
ψ
刈
○

（
2
7
）
　
併
合
和
解
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
劇
8
β
即
”
ρ
ψ
お
第
お
よ
び
岩
松
・
兼
子
編
前
掲
二
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
2
8
》
　
ω
8
貫
鉾
鉾
ρ
¢
目
P
岩
松
・
兼
子
編
前
掲
一
六
〇
頁
以
下
．

（
2
9
）
　
訴
訟
物
以
外
の
法
律
関
係
は
訴
訟
物
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
つ
て
和
解
の
内
容
と
な
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
．
岩
松
・
兼
子

　
編
前
掲
一
二
一
頁
以
下
。
反
対
に
無
制
限
に
こ
れ
を
認
め
る
も
の
切
自
旦
鉾
鉾
9
0
Q
邸
9

　パ　 　　　　　　 ハ　 　　 　　 パ　 パ　 パ　 パ　 パ　 ハ　 　
て誓些思磐馨琶茜聾讐馨磐む鯉
’　　表

決松否れ勲掲よ鉾壷身鉾葬四電
すコ定た〇四れo一コ勲ρ五閃
ベンす後二四媛；s浮ρ．九p
きメるにの五　ψ一吋一ψ頁でγ見旧一頁学一因ギ¢一’き
袈蟹函鼻窪書8£§舞馨暴葛

藩譲罷差誕露葵
匁騨軌讐発葬総
難麗§蒙箒
魑謹雲　藷ダ誉

2
ま
零
プ
N
℃
閃
卜
。
・
＞
島
二
ω
ミ
貸
寄
ざ
房
㎎
。
旨
穽
零
鋒
9
鉾
鉾
ρ
＞
コ
ヨ
一
ε
昌
伽
ミ
P
三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
。

兼
子
体
系
四
五
九
頁
、
岩
松
・
兼
子
編
前
掲
一
六
一
頁
。

閃
〇
三
戸
卑
■
塑
●
○
‘
の
・
一
〇
〇
〇
忌
3
ヨ
導
コ
｝
鉾
野
P
曽
ψ
　
8
轟
●

蜜
三
胃
ン
鉾
勲
ρ
・
¢
ミ
黛
国
Q
じ
さ
9
の
犀
8
・
三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
。

＞
，
留
げ
巨
響
：
b
霞
ギ
。
N
。
幹
Φ
茜
一
①
一
3
β
区
の
。
ぎ
Φ
＞
亀
ぎ
げ
…
㎎
、
．
●
N
N
℃
㎝
o
。
．
ψ
き
ご
閃
。
三
p
勲
鉾
ρ
¢
一
〇
〇

即
O
N
辰
ザ
の
」
O
ゴ
因
ρ
筒
≦
一
〇
器
、
¢
置
O
ω

ω
〇
三
F
野
鉾
O
；
ω
●
一
8

ω
9
ぎ
に
よ
れ
ば
、
学
者
と
し
て
は
僅
か
に
頃
器
＆
①
一
の
み
が
こ
の
批
判
を
提
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ω
。
巳
戸
餌
鉾
ρ
ψ
5
9
＞
づ
目
，
合
9

三
ケ
月
前
掲
四
四
五
頁
、
ω
9
貫
野
曽
ρ
ω
．
＝
o。『

切
。
巳
P
鉾
勲
ρ
の
＝
o
。
“
切
O
炉
Z
』
≦
一
霧
9
00
，
刈
8
舜
切
9
ぎ
　
は
解
除
権
の
留
保
付
の
場
合
に
は
、
訴
訟
の
絡
了
は
未
確
定
の
状
態
に
あ
り
、
解
除
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
旨
寄
馨
き
①
茜
，
魯
勲
9
¢
㎝
S
　
岩
松
・
兼
子
編
前
掲
一
五
九
頁
、
菊
井
講
義
三
七
二
頁
。

第
二
説
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
我
国
で
は
岩
松
・
兼
子
編
前
掲
一
五
九
頁
。

菊
井
・
村
松
コ
ン
メ
γ
タ
ー
ル
民
訴
－
六
七
九
頁
は
、
和
解
が
有
効
か
、
無
効
か
或
い
は
訴
訟
が
和
解
に
よ
り
終
了
し
た
か
否
か
を
中
問
確
認
の
訴
を
提
起
さ
せ

判
決
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
請
求
異
議
の
訴
に
つ
い
て
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